
 
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
る
時
期
は
、
肺
炎
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
高
齢
者
は
特
に
、
重
症
化
す
れ

ば
命
に
関
わ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
知
っ
て
お
き
た
い

主
な
肺
炎
と
特
徴
な
ど
を
専
門
家
に
聞
き
ま
し
た
。 

（２
月
14
日
付
日
本
経
済
新
聞
よ
り
抜
粋
） 

◆
風
邪
か
ら
も
移
行 

 

日
常
生
活
の
中
で
発
症
す
る
肺
炎
（市
中
肺
炎
）は
、

肺
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
が
侵
入
し
、
肺

胞
に
感
染
す
る
こ
と
で
急
性
の
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で

す
。 

 

日
本
呼
吸
器
学
会
の
「 

成
人
肺
炎
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
２
０
２
４
」の
作
成
委
員
長
を
務
め
た
長
崎
大
学
大

学
院
呼
吸
器
内
科
学
分
野
（
第
二
内
科
）教
授
の
迎
寛

さ
ん
は
「 

肺
炎
の
大
半
を
占
め
る
の
は
細
菌
性
肺
炎

で
、
中
で
も
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
な
る
頻
度
が
高
い
」

と
話
し
ま
す
。 

 

細
菌
性
肺
炎
は
高
齢
者
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾

患
が
あ
る
人
の
ほ
か
、
過
労
や
睡
眠
不
足
が
続
い
た
と

き
、
風
邪
を
引
い
た
あ
と
な
ど
に
発
症
し
や
す
い
よ
う

で
す
。 

 

典
型
的
な
症
状
は
、
湿
っ
た
咳
や
色
の
つ
い
た
粘
り
気

の
あ
る
痰
、
息
切
れ
や
胸
痛
、
発
熱
な
ど
で
す
。
志
木

南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
（埼
玉
県
新
座
市
）
院
長
の
寺
本
伸
嗣

さ
ん
（呼
吸
器
内
科
）は
「 

発
熱
は
夜
間
に
顕
著
と
な

る
が
朝
に
は
下
が
り
が
ち
な
た
め
、
様
子
を
見
て
い
る

う
ち
に
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
」と
注
意
を
促

し
ま
す
。 

 

高
齢
者
の
場
合
、
典
型
的
な
症
状
が
目
立
た
な
い
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
「 

元
気
が
な
く
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
、
食
欲
が
な
い
な
ど
、
普
段
と
は
異
な
る
様
子
が
見
ら

れ
る
場
合
は
注
意
が
必
要
」（迎
さ
ん
）
。
口
腔
内
の
細

菌
が
食
べ
物
や
唾
液
と
と
も
に
誤
っ
て
気
道
に
入
り
込

む
こ
と
が
原
因
と
な
る
誤
嚥
（ご
え
ん
）性
肺
炎
を
起
こ

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
の
２
０
２
４
年
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
日
本
人
の
死
因
の
第
５
位
が
肺
炎
、
第
６
位
が
誤
嚥

性
肺
炎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
寺
本
さ
ん
は
「 

第
３
位
の
老

衰
の
背
景
に
も
誤
嚥
性
肺
炎
が
潜
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し

ま
す
。 

 

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
病

原
体
と
な
り
ま
す
。
急
な
高
熱
や
倦
怠
感
に
加
え
、
細

菌
性
に
比
べ
て
痰
が
少
な
く
、
乾
い
た
咳
が
出
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
成
人
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
単
独
で
の
肺
炎
は

減
っ
て
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
気

道
に
同
時
ま
た
は
連
続
し
て
細
菌
感
染
を
起
こ
す
こ
と

で
肺
炎
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
い
ま
す
。 

◆
ワ
ク
チ
ン
摂
取
で
予
防 

 

若
い
世
代
は
肺
炎
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
感
染
症
に
注

意
が
必
要
で
す
。
発
熱
や
の
ど
の
痛
み
と
い
っ
た
風
邪
の

よ
う
な
症
状
か
ら
、
免
疫
反
応
に
よ
っ
て
激
し
い
空
咳
が

数
週
間
以
上
続
く
こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
肺
炎
を
起

こ
す
ケ
ー
ス
は
一
部
で
す
が
、
人
か
ら
人
へう
つ
る
リ
ス
ク

が
あ
り
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
学
校
や
職
場
で
広
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

 

肺
炎
を
疑
う
症
状
や
体
調
の
異
変
を
感
じ
た
ら
、
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
す
。
診
察
で
は
症
状
や
脈

拍
、
呼
吸
な
ど
の
ほ
か
、
胸
部
聴
診
で
特
徴
的
な
雑
音
の

有
無
を
確
認
し
ま
す
。
炎
症
の
程
度
な
ど
を
調
べ
る
血

液
検
査
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
や
必
要
に
応
じ
て
Ｃ
Ｔ

検
査
で
肺
炎
像
を
観
察
し
、
肺
炎
と
診
断
さ
れ
る
と
、

病
原
体
を
調
べ
る
検
査
も
行
い
ま
す
。
治
療
は
原
因
に

応
じ
た
抗
微
生
物
薬
の
投
与
が
中
心
と
な
り
、
中
等
症

以
上
で
は
入
院
治
療
が
検
討
さ
れ
ま
す
。 

 

肺
炎
の
予
防
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
う
が
い
の

基
本
的
な
感
染
症
対
策
に
、
栄
養
管
理
や
十
分
な
睡

眠
、
禁
煙
、
口
腔
ケ
ア
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
「 

高
齢

者
や
慢
性
疾
患
の
あ
る
人
は
、
肺
炎
の
リ
ス
ク
を
下
げ

重
症
化
を
防
ぐ
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種
が
推
奨
さ
れ
る
」（寺
本
さ
ん
） 

 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
65
歳
時
と
60
～
64
歳
で
一

定
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
が
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
「 

従
来
の
定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
は
５
年
ご
と
の

再
接
種
が
勧
め
ら
れ
る
が
、
26
年
４
月
か
ら
は
よ
り
長

期
の
効
果
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
に
変
更
が
予
定
さ

れ
て
い
る
」（迎
さ
ん
） 

 

ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
も
含
め
て
、
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

  
 
 

様
々
な
肺
炎 

高
齢
者
は
重
症
化
に
注
意 
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欧
米
で
都
市
型
の
家
庭
菜
園
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
で
野
菜
の
供
給
が 

不
安
定
に
な
り
、
食
の

安
全
性
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
パ
リ
は
住
民
が
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
生
態
系
の
再
生
と
い
う
観
点
か
ら
、
都
市
型
菜
園
を

支
援
し
て
い
ま
す
。 

（令
和
８
年
３
月
10
日
付
日
本
経
済
新
聞
よ
り
抜
粋
） 

◆
食
の
安
全
や
供
給
不
安
が
後
押
し 

 

２
０
５
０
年
に
は
市
民
の
多
く
が
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
（生
産

消
費
者
）と
な
り
、
野
菜
を
栽
培
し
て
自
ら
食
糧
の
一
部

を
生
産
す
る
で
し
ょ
う
。
欧
州
連
合
（Ｅ
Ｕ
）機
関
は
こ
ん

な
未
来
を
予
測
し
ま
す
。 

 

自
宅
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
電
力
の
一

部
を
賄
う
人
が
増
え
た
よ
う
に
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
を

作
る
動
き
が
広
が
る
と
み
て
い
ま
す
。
海
外
や
遠
距
離

の
農
地
か
ら
短
時
間
で
新
鮮
な
食
料
を
都
市
に
運
ん
で

く
る
供
給
体
制
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
た
め
で
す
。 

 

都
市
型
農
業
を
研
究
す
る
ジ
ョ
ー
・
ナ
ス
ー
ル
氏
は

「 

気
候
変
動
や
野
菜
の
高
騰
、
安
全
性
へ
の
こ
だ
わ
り

が
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。
ト
ロ
ン
ト
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
低
層
部
分
に
屋

上
菜
園
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
「 

都
市
作
り
に
新
た
な

動
き
が
出
始
め
て
い
る
」と
指
摘
し
ま
す
。 

 

日
本
で
も
都
市
型
の
家
庭
菜
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
民
農
園
の
４
割
近
く
は
首
都
圏
に
あ
り
、
こ
の
20
年

で
１
・７
倍
に
増
え
ま
し
た
。
埼
玉
県
で
は
１
・８
倍
、
神

奈
川
県
で
は
２
・７
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
大
学
の
横
張
真
特
任
教
授
は
「 

東
京
は
江
戸
時

代
か
ら
街
と
農
地
が
混
在
し
て
い
た
。
海
外
の
都
市
と

違
っ
て
、
市
民
が
菜
園
に
ふ
れ
る
機
会
が
多
い
」と
語
り

ま
す
。 

 

家
庭
菜
園
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
タ
キ
イ
種
苗

（京
都
市
）の
調
査
で
は
「 

野
菜
を
育
て
る
喜
び
を
知
っ

た
」が
40
％
に
上
り
ま
し
た
。
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を

食
べ
ら
れ
た
と
い
う
回
答
も
多
い
。 

 

継
続
に
は
「 

３
年
目
の
壁
」が
立
ち
塞
が
り
ま
す
。
害

虫
や
病
気
、
異
常
な
高
温
で
上
手
に
育
て
ら
れ
ず
断
念

す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
住
民
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
合

う
な
ど
、
都
市
型
の
菜
園
な
ら
で
は
の
環
境
づ
く
り
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。  

  

野
菜
は
「 

買
う
」か
ら
「 

作
る
」時

ばらばら漢字クイズ 

 

 ４文字の漢字をいくつか
の部分に分け、ばらばらに
しました。元の言葉は何か

わかりますか？答は次号。 

 前号の答：温厚篤実
おんこ うとく じつ

 
（穏やかで優しく、情に厚く誠実な人柄） 

小田原城の桜 

❶都市で生産する消費者の登場 ❷ 日本でも増加トレンド

食の安全 気候変動 人口集中

producer(生産者）＋consumer（消費者） = prosumer

気候変動が野菜の価格に影響を与えている
レタスの小売価格の推移（農林水産省、１キロあたり、全国平均）
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長雨や日照不足

早期の梅雨明け

夏の高温や冬の少雨

育てる喜び 新鮮で安全な野菜

節約

❸ 動機は「新鮮・安全」

首都圏の市民農園数

20年で

1.7倍

肺炎とは 予防法

主な肺炎と症状

必要に応じて解熱鎮痛薬や酸素投与などの対症療法を行う

肺に細菌やウイルスなどの病原体が
侵入し、肺胞に感染することで急性
の炎症を起こす病気

肺胞
気管

肺

主な病原体

肺炎球菌、黄色ブドウ球菌、
インフルエンザ菌など

湿った咳や色のついた粘り気の
ある痰、息切れや胸痛、発熱など βラクタム系

抗菌薬

主な病原体 主な症状 主な治療

口腔内のレンサ球菌や
嫌気性菌など

元気がなくぼんやり、食欲が
ないなど

インフルエンザウイルス、
新型コロナウイルス、
RSウイルス など

急な高熱や倦怠感のほか、
細菌性に比べて痰が少なく、
乾いた咳が出る

抗ウイルス薬

肺炎マイコプラズマ
発熱やのどの痛みなど風邪の
ような症状から、激しい空咳が
数週間以上続く

マクロライド系や
テトラサイクリン系
抗菌薬など

細菌性
肺炎

誤嚥性
肺炎

ウイルス
性肺炎

マイコ
プラズマ
肺炎

※ 抗菌薬は３日程度で症状が改善しない場合、医師に相談を

●

●

●

●

●

マスクの着用、手洗い、うがい

栄養管理や十分な睡眠

禁煙（受動喫煙も肺炎の危険因子）

日頃の口腔ケアと定期的な歯科受診

肺炎球菌とインフルエンザの
ワクチン接種


